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本研究では以下のスカラーポテンシャルを持つ Schrödinger方程式の Cauchy問題における解の一意性について
考える： {

i∂tu(t, x) + ∂2
xu(t, x)− V (x)u(t, x) = 0 (t, x) ∈ R× R

u(0, x) = u0(x) x ∈ R
(1)

ただし、i =
√
−1 で、u : R × R → C は未知関数、スカラーポテンシャル V : R × R → R, u0 は既知関数、

∂tu = ∂
∂tu, ∂

2
xu = ∂2

∂x2uである。

先行研究 [2]では次のことが示されている:

V (x) ≡ 0のとき、恒等的に 0は解なので、恒等的に 0でない (1)を満たす非自明解として、

u(t, x) =

∞∑
j=0

(−1)j ij

(2j)!
φ(j)(t)x2j (2)

を挙げている。ここで、φ(t) ∈ C∞(R)がある定数 C ≥ 1, 1 < ρ < 2について

|φ(j)(t)| ≤ Cj(j!)ρ (t ∈ R, ∀j ≥ 0) (3)

を満たし、さらに {
φ(t) > 0 (t > 0)

φ(t) = 0 (t ≤ 0)
(4)

を満たすものとする。

通常、Schrödinger方程式の Cauchy問題は解 uの xに関する増大度を制限することで解が一意的に定まること
が知られている。しかし、解 uに制限をかけないとき、解が一意的に定まるとは限らない。
そこで、本研究では、[3]を参考に V (x) =

a

x2
, x2n (a > 0, n ≥ 0)に対して解の一意性が成り立つかどうかにつ

いて考察した。

主定理. V (x) =
a

x2
, x2n (n ≥ 0)のとき、(1)を満たす解の一意性が成り立たない。ただし、a > 0とする。

私が調べた限りでは、V (x) ≡ 0以外の Schrödinger方程式の Cauchy問題における解の一意性についての先行
研究は見当たらなかった。
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